
 

只

今

旅

団

長

か

ら

過

分

な

る

ご

紹

介

を

い

た

だ

き

ま

し

た

第

九

代

第

十

四

後

方

支

援

隊

長

を

拝

命

い

た

し

ま

し

た

佐

藤

一

佐

で

す

。

南

西

防

衛

の

第

一

線

の

作

戦

基

本

部

隊

の

後

方

支

援

隊

長

に

上

番

す

る

に

あ

た

り

、

そ

の

責

任

の

重

さ

に

身

が

引

き

締

ま

る

思

い

で

す

。 

 

我

が

国

は

、

戦

後

最

も

厳

し

く

複

雑

な

安

全

保

障

環

境

に

直

面

し

て

お

り

、

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

の

よ

う

な

事

態

が

、

将

来

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

で

発

生

す

る

可

能

性

は

排

除

さ

れ

な

い

。

ま

た

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

が

大

き

く

変

化

し

、

政

治

・

経

済

・

軍

事

等

に

わ

た

る

国

家

間

の

競

争

が

顕

在

化

し

て

お

り

、

特

に

東

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

、

中

国

が

力

に

よ

る

一

方

的

な

現

状

変

更

や

そ

の

試

み

を

継

続

・

強

化

し

て

い

る

ほ

か

、

北

朝

鮮

・

ロ

シ

ア

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

行

動

を

活

発

化

さ

せ

て

い

る

。

特

に

中

国

は

、

２

０

２

７

年

に

「

健

軍

百

年

の

奮

闘

目

標

」
を

達

成

す

る

こ

と

を

目

標

の

下

、
「

機

械

化

・

情

報

化

・

智

能

化

」
の

融

合

発

展

を

推

進

す

る

と

と

も

に

、

台

湾

に

関

し

て

は

、

決

し

て

武

力

行

使

の

放

棄

を

約

束

し

な

い

と

表

明

し

て

い

る

だ

け

で

な

く

、

同

地

域

周

辺

で

の

威

圧

的

な

軍

事

活

動

を

活

発

化

さ

せ

て

い

る

。 

 

国

内

に

お

い

て

は

、

首

都

直

下

、

南

海

ト

ラ

フ

巨

大

地

震

等

の

大

規

模

災

害

発

生

の

可

能

性

、

気

候

変

動

の

影

響

に

よ

る

台

風

・

水

害

の

気

象

災

害

の

激

甚

化

・

頻

発

化

し

て

い

る

状

況

で

あ

る

。 

 

こ

の

様

に

い

つ

何

が

起

き

て

も

お

か

し

く

な

い

状

況

と

の

認

識

の

下

、

南

西

防

衛

の

第

一

線

た

る

第

十

四

旅

団

の

作

戦

を

支

援

す

る

我

が

後

方

支

援

隊

の

ビ

ジ

ョ

ン

は

、

即

応

性

・

抗

堪

性

あ

る

戦

力

維

持

支

援

で

あ

る

と

考

え

て

い

ま

す

。 



 

こ

の

た

め

、

後

方

支

援

隊

長

に

上

番

す

る

に

あ

た

り

、

私

の

統

率

方

針

は

、
「

任

務

即

応

」

で

す

。

こ

れ

は

、

災

害

派

遣

、

防

衛

警

備

事

態

等

に

対

す

る

即

応

態

勢

や

平

素

に

お

け

る

部

隊

の

支

援

ニ

ー

ズ

に

即

応

す

る

だ

け

で

な

く

、
「

ミ

リ

タ

リ

ー

レ

デ

ィ

ネ

ス

」

が

と

れ

て

い

る

状

態

、

即

ち

任

務

完

遂

で

き

る

練

度

に

到

達

し

そ

の

練

度

を

維

持

す

る

と

い

う

と

こ

ろ

も

含

め

た

「

任

務

即

応

」

で

す

。 

 

ま

た

、

私

の

諸

官

へ

の

要

望

事

項

は

、

一

つ

は

「

戮

力

恊

心

り
く
り
ょ
く
き
ょ
う
し
ん

」

で

す

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

戦

訓

な

ど

を

踏

ま

え

る

と

、

精

密

誘

導

兵

器

の

射

程

内

で

行

動

す

る

に

は

「

小

規

模

自

立

分

散

」

が

必

要

な

の

か

も

し

れ

な

い

が

、

機

能

別

・

物

別

と

な

っ

て

い

る

我

々

後

方

支

援

隊

に

お

い

て

、
「

小

規

模

自

立

分

散

」

だ

け

で

は

任

務

の

完

遂

は

難

し

い

と

考

え

る

こ

と

か

ら

、

隊

員

全

員

の

力

を

結

集

し

、

心

を

一

つ

に

任

務

に

当

た

る

こ

と

を

意

味

す

る

「

戮

力

恊

心

」

を

要

望

し

ま

す

。

ま

た

、

任

務

遂

行

は

元

よ

り

平

素

の

隊

務

運

営

も

含

め

て

や

る

べ

き

こ

と

を

実

行

す

る

に

あ

た

っ

て

は

「

明

る

く

前

向

き

に

」

実

施

す

る

こ

と

を

二

つ

目

に

要

望

し

ま

す

。 

 

私

は

、

歴

代

隊

長

が

築

か

れ

た

こ

れ

ま

で

の

基

盤

の

上

で

、

そ

の

良

き

伝

統

を

継

承

す

る

と

と

も

に

、

隊

の

一

層

の

充

実

・

発

展

の

た

め

全

身

全

霊

を

尽

く

す

所

存

で

す

。

共

に

頑

張

ろ

う

。 

 

令

和

五

年

三

月

三

十

日 

第

十

四

後

方

支

援

隊

長 

一

等

陸

佐 

佐

藤

欣

央 


